
Ｆ
Ｒ
Ｂ
「安
全
雰

不
透
明
感
広
が
る

【
ワ
シ
ン
ト
ン
清
水
憲
司
】
米
連
邦
準
備
制
度
理

事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
１７
日
、
事
実
上
の
ゼ

ロ
金
利
政

策
の
維
持
を
決
め
、
利
上
げ
を
見
送

っ
た
。
イ
エ
レ

ン
議
長
は
米
経
済
の
回
復
に
自
信
を
示
し
、
引
き
続

き

「年
内
利
上
げ
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
る
考
え
だ

が
、
年
内
２
回
を
残
す
だ
け
の
連
邦
公
開
市
場
委
員

会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
、
中
国
な
ど
新
興
国
経
済
の
減

速
が
米
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
極
め
ら
れ
る
か
疑

間
も
残
る
。
利
上
げ
時
期
を
め
ぐ
る
不
透
明
感
が
市

場
の
重
し
に
な
る
展
開
が
続
き
そ
う
だ
。

Ｂ
が
利
上
げ
に
踏
み
切
れ

ば
、
市
場
が
大
き
く
動
揺

す

る

可
能

性

が

高

か

っ

新
興
国
経
済
の
先
行
き

（注
視
す
べ
き
は
）
中
国
を
め
ぐ
る

リ
ス
ク
だ
が
、中
同
だ
け
で
は
な
い

一
鹸

た
。
減
速
懸
念
が
強
ま
る

一
げ
が
適
切
」
と
の
考
え
で
、

新
興
国
経
済
か
ら
の
資
金

一
１０
月
と
１２
月
の
ど
ち
ら
の

流
出
を
懸
念
し
て
国
際
通

パ
委
口
で
利
上
げ
を
実
施
す

隻
基
金

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
や
世

る
か
が
焦
点
に
な
る
。
市

界
銀
行
も
慎
重
な
判
断
を

求
め
て
い
た
。

た
だ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は

「景

気
回
復
は
十
分
進
み
、
消

費
も
十
分
し

っ
か
り
し
て

い
る
」

（
イ
エ
レ
ン
氏
）

と
し
て
、
米
経
済
の
堅
調

さ
に
自
信
を
深
め
る
。
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
委
員
の
大
部
分
は

引
き
続
き

「年
内
の
利
上

場
で
は
、
イ
エ
レ
ン
氏
の

一　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
海
外
情
勢
を

記
者
会
見
が
あ
る
「１２
月
≡

注
視
す
る
方
針
を
新
た
に

の
予
想
が
多
い
が
、
年
末

一示
し
た
が
、
利
上
げ
判
断

に
近
づ
き
市
場
参
加
者
が

を

一
段
と
複
雑
に
す
る
ジ

少
な
く
な
る
た
め
、
利
上

レ
ン
マ
も
抱
え
る
。
新
興

げ
時
の
市
場
の
変
動
幅
が

国
経
済
が
い
つ
落
ち
着
き

大
き
く
な
る
。
し
か
し
、　
一
を
取
り
戻
す
の
か
は
見
通

「１０
月
」
の
時
点
で
は

「米

し
に
く
く
、
ど
ん
な
状
況

経
済
は
引
き
続
き
順
調
」

に
な
れ
ば
利
上
げ
の
ゴ
ー

と
納
得
で
き
る
だ
け
の
材

サ
イ
ン
な
の
か
も
判
断
が

料
が
集
ま
る
か
定
か
で
な

一
難
し
い
か
ら
だ
。
イ
エ
レ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
氏
は
米
国
に
と

っ
て
重

な
ど
資
源
輸
出
国
が
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
、

「焦
点
を
当
て
る
の

は
、
中
国
を
め
ぐ
る
リ
ス

ク
だ
が
、
中
国
だ
け
で
は

な
い
」
と
述
べ
、
注
視
す

べ
き
対
象
の
広
さ
を
指
摘

し
た
。

市
場
で
は

「海
外
情
勢

が
こ
れ
以
上
悪
化
し
な
い

限
り
利
上
げ
す
る
」

（米

調
査
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）
と
の

記
者
の
問
い
に

「
ほ
か
に
何
が

は
じ
け
る
の
か
」
と
答
え
た
。

「
何
で
は
じ
け
た
か
の
説
明
は

な
か

っ
た
」
と
も
述
べ
た
。

麻
生
氏
は
中
国
に
過
剰
設
備

の
解
消
や
不
良
債
権
の
処
理
と

い

っ
た
構
造
改
革
に
取
り
組
む

よ
う
討
議

の
な
か
で
求
め
た

が
、
中
国
側
か
ら

の
説
明

に

「
（納
得
感
は
）
な
か

っ
た
」

と
い
う
。

秒 t字物句q記
穴
中
国
経
済
な
ど
の
）

最
近
の
動
向
や
金
融
市
場

へ
の
影
響
を
考
え
る
と
、

米
経
済

へ
の
影
響
を
判
断

す
る
た
め
、
も
う
少
し
時

間
を
か
け
た
い
」
。
イ
エ

レ
ン
氏
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
後
の

記

者

会

見

で

こ

う
説

明

し
、
利
上
げ
見
送
り
は
「安

全
策
」
と
の
考
え
を
に
じ

ま
せ
た
。

今
回
は
、
市
場
の
利
上

げ
予
想
が
後
退
し
た
ま
ま

会
合
を
迎
え
、
仮
に
Ｆ
Ｒ

一市磁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
！

一財
バ
ギ／ル
河ほじ）

， ガ
【ア
ン
カ
ラ
ーー
飛
田
臨
太
郎
】
「寸

”
じ
け
た
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
一Ｒ氏

一一症い。と距姫
（繰ω蛇れ妊寮脚
一比洪 け

た
」
と
８
度

。
中
央
銀
行
総
裁
会
議
の
初
日

討
議
で
発
言
し
た
。

麻
生
太
郎
財
務
相
が
討
議

後
、
「
周
総
裁
が

『
は
じ
け
た
』

と
い
う
言
葉
を
３
回
ぐ
ら
い
使

っ
て
い
た
」
と
記
者
団
に
明
ら

か
に
し
た
。

「
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
た
と
い
う
こ
と
か
」
と
い
う

FRB利上げ判断をめぐるジレンマ

利上げ見送りの理由     ‐
1判断にもう少し時間をかけたい

‐

盲ど者会児で質掛1に答える米連邦準備
制度理事会(FRB)のイエレン1議 長

ン
！
↓
一醸
ヽ
■

米
経
済
の
現
状

景
気
回
復
は
十
分
進
み
、
消
費

も
十
分
し
っ
か
り
し
て
い
る

頓
議
…！‐！‐‐十
嫁
軽
塩
！！！！！！！！
要
な
買
易
相
手
の
カ
ナ
ダ

！
観
測
も
あ
る
が
、

「
Ｆ
Ｒ

一
味
を
帯
び
る
。

1市場変動言及
|

Ｂ
は
海
外
動
向
に
と
ら
わ

れ
て
し
ま

っ
た
」

（
三
菱

東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
と
し

て
、
ま
す
ま
す
利
上
げ
に

動
き
に
く
く
な
る
と
の
見

方
も
あ
る
。
仮
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ

が
「利
上
げ
で
き
そ
う
だ
」

と
判
断
し
て
も
、
市
場
予

測
が
高
ま
ら
な
い
事
態
が

繰
り
返
さ
れ
れ
ば
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
し
た
ま
ま
越

年
す
る
シ
ナ
リ
オ
が
現
実



軟
調
な
展
開
が
続
い
て
い
た
金
相
場
に
底
入
れ
の
気
配
が
出
て
き
た
。
米
連
邦
準
備

理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
１７
日
の
米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
利
上
げ
を

見
送

っ
た
。
今
後
の
利
上
げ
は
、
ほ
ぼ
織
り
込
み
済
み
で
、
仮
に
実
施
さ
れ
て
も
値
下

が
り
は

一
時
的
な
も
の
に
な
り
そ
う
。
中
国
の
株
安
な
ど
で
世
界
経
済
の
先
行
き
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
安
全
資
産
と
さ
れ
る
金
の
需
要
が
動
き
始
め
た
。
相
場
は
転
換
期
に
入

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

Ｎ
Ｙ
市
場
で
現
物
引
き
出
し

全相場に底入れ気配
米禾J上げ織り込み安全資産に資金

NY金は8月半ば以降1100ドル以上 |

を維持
ドル/卜 ロイオンス

1000
2015/1

‐８
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

場
の
時
間
外
取
引
で
金
は
１

発
巧
１
１
３
５
が
近
辺
で
推

移
。
利
上
げ
見
送
り
で
投
機

筋
が
買
い
戻
し
に
動
き
２０
が

ほ
ど
上
が

っ
た
。
利
上
げ
は

金
の
売
り
材
料
に
な
る
。
金

利
の
つ
か
な
い
金
の
投
資
商

品
と
し
て
の
魅
力
が
相
対
的

に
薄
れ
る
。

し
か
し
利
上
げ
が
現
実
に

な

っ
て
も

「
一
時
的
に
値
下

が
り
す
る
か
も
し
れ
な

い

が
、
材
料
出
尽
く
し
と
判
断

さ
れ
、
そ
の
後
は
値
上
が
り

す
る
だ
ろ
う
」

（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｃ

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
バ
ン
ク
の
池

水
雄

一
東
京
支
店
長
）
。
利

上
げ
観
測
は
金
市
場
で
年
初

か
ら
強
く
意
識
さ
れ
売
り
の

根
拠
と
な
り
、
こ
の
間
に
２

０
０

アレ
ド
近
く
下
げ
て
い
る
た

め
だ
。

過
去
を
振
り
返
る
と
、
実

際
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ
局
面

で
は
実
施
の
約
３
カ
月
前
に

寸

一

底
値
を
つ
け
て
い
る
。
２
０

０
４
～
０６
年
の
利
上
げ
期
に

は
金
の
価
格
が
１

・
５
倍
に

上
が

っ
た
。
今
年
７
月
に
は

ギ
リ
シ
ャ
債
務
不
安
の
後
退

も
あ
り
１
１
０
０

ブレ
ド
を
下
回

っ
て
５
年
５
カ
月
ぶ
り
の
安

値
を

つ
け
た
。
た
だ
、
そ
の

後
の
値
動
き
は
底
堅
く
、
池

水
氏
は

「
利
Ｌ
げ
観
測
が
材

料
だ

っ
た
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
局

面
は
終
わ
る
」
と
み
る
。

中
国
の
投
機
筋
は
買
い
姿

勢
を
強
め
て
い
る
。
金
市
場

の
調
査
機
関
で
あ
る
ワ
ー
ル

ド

・
ゴ
ー
ル
ド

・
カ
ウ
ン
シ

ル
の
中
国
エ
リ
ア
の
マ
ネ
ジ

ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

ロ
ー

ラ
ン
ド

・
ワ
ン
氏
は

「
荒
れ

た
株
式
市
場
で
痛
手
を
負

っ

た
個
人
投
資
家
が
安
全
資
産

で
あ
る
金
を
分
散
投
資
先
と

し
て
選
び
始
め
た
」
と
説
明

す
る
。
中
国
の
金
投
資
の
動

一
８

一
７

■

少

＞
よ
倉卿ＮＹ市場、タ

金＜巾８０十一阻規唖旧Ｈ唖旧（（‐田矩
き
を
映
す
上
海
市
場
で
の
値

上
が
り
が
目
立

っ
て
お
り
、

国
際
相
場
に
比
べ
５

′レ
ド
ほ
ど

一向
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
品
取
引

所

（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
で
は
金

塊
の
在
庫
が
減

っ
て
い
る
。

最
近
１
カ
月
で
６
割
以
上
減

っ
て
お
り
、
統
計
を
確
認
で

き
た
Ｈ
年
以
降
で
最
も
低
い

水
準
に
な

っ
た
。

先
物
市
場
で
金
を
買

っ
た

人
が
現
金
決
済
せ
ず
に
現
物

で
受
け
取

っ
て
い
る
。
上
海

株
の
急
落
や
人
民
元
切
り
下

げ
前
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

現
金
で
は
な
く
安
全
資
産
で

あ
る
金
を
選
ん
で
保
管
庫
か

ら
引
き
出
し
て
い
る
。
上
海

市
場
で
も
同
様
に
金
塊
を
手

に
す
る
動
き
が
う
か
が
え

る
。米

国
で
は
金
融
機
関
に
自

己
勘
定
で
の
ハ
イ
リ
ス
ク
の

投
資
を
禁
じ
る
ボ
ル
カ
ー

・

ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
、
商
品

先
物
市
場
に
投
機

マ
ネ
ー
が

る
。
こ
れ
か
ら
は
現
物
需
給

一
が
価
格
を
形
成
す
る
よ
う
に

な
る
」
と
話
す
。

金
の
現
物
の
需
給

へ
の
影

響
が
大
き
い
宝
飾
業
界
の
買

い
付
け
は
、
な
お
勢
い
に
欠

く
面
は
あ
る
。
た
だ
供
給
面

で
は
金
の
生
産
が
こ
れ
か
ら

ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
す
る
。
衛
星

探
査
な
ど
に
よ

っ
て
確
認
さ

れ
た
商
業
化
が
可
能
な
金
鉱

脈
は
、
ほ
ぼ
開
発
さ
れ
た
。

目
立

っ
た
新
規
の
鉱
山
計
画

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
来
年
以

降
は
土
昇
相
場
に
な
る
と
み

る
市
場
関
係
者
は
多
い
。

（筒
井
恒
）

中
国
人
民
銀
行
（中
央
銀
行
）

は
金
の
保
有
高
を
随
時
、
公
表

し
始
め
た
。
７
月
１７
日
に
６
年

ぶ
り
に
公
表
し
た
後
、
３
日
連

続
で
人
民
元
を
切
り
下
げ
た
翌

日
の
８
月
１４
国
に
も
保
有
高
を

吏
新
し
た
。
急
速
に
透
明
性
を

高
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

先
進
国
は
中
央
銀
行
が
外
貨

準
備
に
積
む
安
全
資
産
で
あ
る

金
を
毎
月
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）

へ
報
告
し
て
資
産
状
況

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
中
国

も
倣

っ
て
今
後
、
金
保
有
高
を

定
期
的
に
更
改
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

中
国
の

一
連
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
金
融

・
貴
金
属
ア
ナ
リ

ス
ト
の
亀
井
幸

一
郎
氏
は

「
人

民
元
の
国
際
化
に
つ
な
げ
る
た

め
」
と
み
る
。
中
国
銀
行
が

ロ

ン
ド
ン
市
場
に
参
加
す
れ
ば
ス

ム
ー
ズ
な
買
い
付
け
で
外
貨
準

備
の
積
み
増
し
に
も
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
準
備
資
産
で
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｒ

（特
別
引
き
出
し
権
）

の
構
成
通
貨
に
ド
ル
や
円
な
ど

と
と
も
に
人
民
元
を
加
え
る
か

年
内
に
結
論
を
出
す
。
保
有
高

の
開
示
は
こ
う
い

っ
た
議
論
に

も
微
妙
に
影
響
し
そ
う
だ
。
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人民銀は保有高随時公表

元国際化へ透明性高める



原
油
価
格
が
急
反
発
し
て
い
る
。
米
国
指
標

の
Ｗ
Ｔ
Ｉ

（ウ
エ
ス
ト

・
テ
キ
サ
ス

・
イ
ン
タ

ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
ト
）
は
８
月
３‐
日
に
１
ゆ
４９

′レ
ド

台
ま
で
上
昇
し
、
約
１
カ
月
ぶ
り
の
高
値
を

つ

け
た
。
米
国
で
シ

ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産
量
が

下
方
修
正
さ
れ
、
供
給
の
過
剰
に
歯
止
め
が
か

か
る
と
の
観
測
が
浮
上
し
た
。

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン

ド
の
売
り
買
い
が
交
錯
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
１
日
に

一
時
４５
が
台
に
落
ち
込
ん
だ
。
相
場
の
振
れ
幅

が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

原油急反発、3日で27%高
WTI価格シェール生産量下方修正

売
り
買
い
交
錯
、
振
れ
幅
大
き
く

Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
６
年
半
ぶ
り
の

安
値
を

つ
け
た
８
月
２４
日

（
３７

・
７５

ブレ
ド
）
に
比
べ
、
３

割
上
昇
し
た
。

３‐
日
ま
で
の

３
営
業
国
の
上
昇
率
は
２７
％

に
達
し
、
１
９
９
０
年
８
月

以
来
の
高
い
水
準
と
な
る
。

米

エ
ネ

ル
ギ
ー
情
報
局

（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
は
３‐
日
、
６
月

の
米
国
の
原
油
生
産
量
が
１

日
あ
た
り
９
３
０
万
だ
と
な

リ
ピ
ー
ク
だ

っ
た
４
月
比
で

３
％
減

っ
た
と
発
表
し
た
。

調
査
の
対
象
を
こ
れ
ま
で
の

政
府
機
関
か
ら
シ

ェ
ー
ル
生

産
企
業
な
ど
に
広
げ
た
こ
と

に
伴
い
、
１
～
５
月
の
生
産

実
績
も
下
方
修
正
し
た
。

南
部
テ
キ
サ
ス
州
の
原
油

生
産
量
が
過
去
の
実
績
か
ら

引
き
下
げ
ら
れ
、

「
原
油
安

が
シ

ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産

業
者
の
経
営
に
影
響
を
及
ぼ

し
始
め
て
い
る
」
と
の
見
方

が
出
た
。

石
油
輸
出
国
機
構

（
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
が
発
表
し
た
月
報
も

強
材
料
と
な

っ
た
。

月
報
で

は

「
原
油
価
格
を
適
正
な
水

準
に
保

つ
た
め
、
ほ
か
の
産

i:jl十 i::~:i:「 iiFF I

―クアウト       |
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日

円

川

＝

周

川

日
隅
田
縄
開
湖
掛
旧
期
日
触

19新

1米

|

1940

WTtは先週末から3割近く上昇
65「 ドル/バレル

60

1 55

油
国
と
協
議
す
る
用
意
が
あ

る
」
と
表
明
。
市
場
で
は
０

Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
生
産
調
整
に
前
向

き
な
姿
勢
に
転
じ
た
と
の
思

惑
が
広
が

っ
た
。

原
油
価
格
の
上
値
は
限
ら

れ
る
と
の
指
摘
も
多
い
。
み

ず
ほ
銀
行
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
営

業
部
の
佐
藤
隆

一
。
調
査
役

は

「
需
給
の
緩
み
は
変
わ

っ

て
お
ら
ず
、
投
機

マ
ネ
ー
の

買
い
戻
し
が
原
油
価
格
を
押

し
上
げ
た
だ
け
」
と
語
る
。

相
場
の
流
れ
に
追
随
す
る

商
品
投
資
顧
間

（
Ｃ
Ｔ
Ａ
）

な
ど
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は

７
月
後
半
か
ら
売
り
持
ち
高

を
増
や
し
た
が
、
先
週
末
か

ら
の
反
発
局
面
で
買
い
戻
し

を
迫
ら
れ
て
い
る
も
よ
う
。

新
規
で
の
買
い
注
文
は
目
立

た
ず
、
Ｌ
値
を
追
う
動
き
は

限
ら
れ
る
と
い
う
。

ロ
シ
ア
や
米
国
な
ど
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国
が
原
油
生
産

を
拡
大
す
る
な
か
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
加
盟
国
が
生
産
調
整
で
合

意

す
る

の
は
容

易
で
は
な

い
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
で
も
市
場

シ

ェ
ア
を
巡
る
争
い
が
激
し

く
、

「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が

減
産

す
る

と
は
考

え
に
く

い
」
（米
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
）

と
の
指
摘
が
多
い
。

米
国
で
は
シ

ェ
ー
ル
オ
イ

ル
の
生
産
は
ひ
と
ま
ず
ピ
ー

ク
ア
ウ
ト
し
た
が
、
掘
削
な

ど
の
生
産
コ
ス
ト
は
大
幅
に

下
が

っ
て
い
る
。
中
国
経
済

の
減
速
懸
念
も
強
く
、
Ｗ
Ｔ

Ｉ
は
１
日
、

４５

′レ
ド
台
ま
で
再

び
下
げ
た
。
米
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・サ

ッ
ク
ス
は
８
月
３‐
日
、

「
２
０
１
６
年
に
原
油
の
需

給
が
均
衡
す
る
た
め
に
、
Ｗ

Ｔ
Ｉ
は
当
面
４５

，レ
ド
で
推
移
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
見
方

を
示
し
た
。

◇円相場 (銀行 間要い気配 )
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死
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い条
件
重
な
る

安
全
策
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く
柵
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ぬ
れ
た
手
で
事故 1週間
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κ
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一う′た
分
担
型
確
定
給
付
年
金

（仮

称
）
」
。
加
入
者
が
運
用
に

よ
る
給
付
額
の
変
動
リ
ス
ク

を
負
う

一
方
、
企
業
は
給
付

に
必
要
な
額
よ
り
も
多
め
に

電
気
柵
の
部
品

せ
て
作
ら
れ
て

れ
る
。
漏
電
遮

ら
れ
て
い
な
か

柵
が
壊
れ
て
電

か

っ
た
後
も
電

け
て
い
た
。

さ
く
協
議
会
の

長
は

「
既
製
品

側
器
は
も
ち
ろ

て
電

も
電

一局

で
瞬
問
的

ル
ス
発
生

る
。
触
れ

を
感
じ
る
だ

性
は
低

危
険

太
陽
光
装
置
設
置

工
事
で
堤
防
削
る

鬼
怒
川
越
水
部
分

茨
城
県
常
総
市
の
兎
怒

川
で
１０
日
に
越
水
し
た
堤

防
の
部
分
が
、
昨
春
付
近

で
あ

っ
た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
工
事
で
高
さ
が
約

２
席
削
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
介
か

っ
た
。

国
土
交
通
省
な
ど
に
よ

る
と
、
越
水
を
し
た
の
は

同
市
若
宮
戸
の
鬼
怒
川
左

岸
。
国
の
管
理
外
の
私
有

地
の
自
然
堤
防
で
、
工
事

で
延
長
１
５
０
肝
が
削
ら

れ
、
堤
防
の
な
い
状
態
に

な

っ
て
い
た
。【蒔

田
備
憲
】

て
お
り
、
ぬ
れ
た
手
で
直
接

柵
を

つ
か
ん
だ
と
み
ら
れ

る
。
柵
の
周
辺
に
は
危
険
を

知

ら
せ
る
表
示
も
な
か

っ

た
。

伸
年
金
リ
ス
ク
労
使
で
分
担

厚
労
省
第
３
の
企
業
年
金
案
提
示

掛
け
金
を
出
す
こ
と
を
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
労
使
で
負
担

を
分
け
合
い
、
企
業
年
金
を

維
持
し
や
す
く
す
る
。

運
用
方
法
は
労
使
で
決
め

る
。
企
業
は
運
用
が
低
調
で

積
み
立
て
不
足
が
生
じ
て
も

追
加
拠
出
す
る
必
要
が
な
く

な
る
。
運
用
で
積
立
金
が
目

減
り
し
た
場
合
に
は
給
付
額

を
減
ら
せ
る
。

企
業
年
金
は
あ
ら
か
じ
め

給
付
額
を
決
め
て
お
く
確
定

給
付
型
と
、
運
用
成
績
次
第

で
給
付
額
が
変
わ
る
確
定
拠

出
型
の
２
種
類
が
あ
る
。
新

制
度
は
そ
の
中
間
の
位
置
づ

け
に
な
る
。
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